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　町税は９億７１０万で前年度対比1.1％の減です。地方交付税が21億３，５００

万円、国庫支出金３億３９６万円、県支出金３億３，９０８万円、町債４億３，４３

０万円などが主な財源です。

　民生費は10億８，３９１万円で前年度対比3.3％の減、衛生費９億５，０５９万円

で前年度対比7.0％減、土木費１億７，９５３万円で前年対比44.0％の伸び率です。

教育費は、３億９，２９８万円で17.1％の減でジオパーク推進費が商工費に異動し

たためです。

平成25年度は一般会計予算

45億7,800万円でスタート

平成25年度は一般会計予算

45億7,800万円でスタート

平成25年度は一般会計予算

45億7,800万円でスタート

平成25年度は一般会計予算

45億7,800万円でスタート
前年度比0.8％減の緊縮予算

厳しい財政状況の中ですが、保健・福祉を充実

平成 24 年度補正予算　各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

会　　計　　名 補　　正　　額 補正後の予算

一 般 会 計 △ 3,589 万円 50 億 7,663 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,525 万円 12 億 141 万円

後期高齢者医療特別会計 11 万円 １億 3,466 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 9,850 万円 12 億 9,725 万円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 △ 948 万円 １億 555 万円

浄化槽整備事業特別会計 △ 43 万円 6,870 万円

水 道 事 業 会 計 収 益 的 収 入 △ 444 万円 １億 8,082 万円

収 益 的 支 出 △ 131 万円 １億 7,628 万円

資 本 的 収 入 0万円 4,940 万円

資 本 的 支 出 101 万円 １億 1,094 万円

ガ ス 事 業 会 計 収 益 的 収 入 582 万円 １億 6,275 万円

収 益 的 支 出 298 万円 １億 5,277 万円

資 本 的 収 入 △ 306 万円 1,174 万円

資 本 的 支 出 △ 456 万円 3,119 万円

町道下仁田～栗山線改良事業 ６，１３８万円

ジオサイト・自然史館整備事業 １，７２７万円

しらかば団地合併浄化槽整備事業 １，９５０万円

集落支援員設置事業 ６５万円

平成25年度主な事業 　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
定
例
会
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
を
は
じ
め
、
選
挙

・
人
事
案
件

・
条
例
等
の
改
廃
及
び
平
成

24
年
度
補
正
予
算
な
ど
47
件
が
提
案
さ
れ
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決

・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

歳　入

歳　出
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議　　　　　　　案　　　　　　　名 備　考

人権擁護委員候補者の推薦について 全会一致

人権擁護委員候補者の推薦について 全会一致

下仁田町固定資産評価審査委員会委員の選任について 全会一致

富岡市甘楽郡自立支援医療費（育成医療）支給認定審査会の共同設置に関する協議について 全会一致

下仁田町役場課設置条例の一部を改正する条例 賛成多数

下仁田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 全会一致

下仁田町立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数

下仁田町文化ホールの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数

下仁田町活性化センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 全会一致

下仁田町小口資金融資促進条例の一部を改正する条例 全会一致

下仁田町企業誘致促進条例の一部を改正する条例 全会一致

下仁田町都市公園条例の一部を改正する条例 全会一致

下仁田町水道事業給水条例の一部を改正する条例 全会一致

下仁田町荒船風穴蚕種貯蔵所跡の設置及び管理に関する条例 全会一致

下仁田町新型インフルエンザ等対策本部条例 全会一致

下仁田町道路構造条例 全会一致

下仁田町道路標識条例 全会一致

下仁田町移動等円滑化のために必要な町道の構造に関する基準を定める条例 全会一致

下仁田町町営住宅等整備基準条例 全会一致

下仁田町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例 全会一致

指定管理者の指定について 全会一致

指定管理者の指定について 全会一致

財産の取得の変更について 全会一致

平成24年度下仁田町一般会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町国民健康保険特別会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町後期高齢者医療特別会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町介護保険特別会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町簡易水道事業特別会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町水道事業会計補正予算 全会一致

平成24年度下仁田町ガス事業会計補正予算 全会一致

平成25年度下仁田町一般会計予算 賛成多数

平成25年度下仁田町国民健康保険特別会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町後期高齢者医療特別会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町介護保険特別会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町簡易水道事業特別会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町水道事業会計予算 全会一致

平成25年度下仁田町ガス事業会計予算 全会一致

年金2.5％削減の中止を求める意見書 賛成多数

下仁田町議会委員会条例の一部を改正する条例 全会一致

町道路線の廃止について 全会一致

町道路線の変更について 全会一致

町道路線の認定について 全会一致

下仁田町立旧馬山小学校解体工事請負契約の変更について 全会一致

下仁田町立下仁田中学校グラウンド整備工事請負契約の変更について 全会一致
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

★
平
成
24
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

【
歳
入
】

Ｑ　

ふ
る
さ
と
下
仁
田
応
援
寄

附
金
の
件
数
に
つ
い
て
。

Ａ　

個
人
が
13
名
と
団
体
が
１

団
体
で
、
延
べ
17
件
で
す
。

Ｑ　

群
馬
県
緊
急
雇
用
創
出
基

金
事
業
補
助
金
41
千
円
の
減

額
理
由
に
つ
い
て
。

Ａ　

歳
出
で
の
放
射
線
物
質
汚

染
対
策
事
業
に
お
け
る
、
国

の
汚
染
重
点
調
査
地
域
の
指

定
区
域
外
に
て
実
施
の
業
務

委
託
の
実
績
に
よ
る
も
の
で

す
。

【
歳
出
】

Ｑ　

財
政
調
整
基
金
（
町
の
貯

金
）
の
残
高
見
込
み
は
？

Ａ　

財
政
調
整
基
金
積
立
が
３

１
，
８
９
６
千
円
の
減
額
、

ふ
る
さ
と
下
仁
田
応
援
基
金

　

本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
陳
情
一
件
に
つ
い
て
全
委
員

出
席
の
も
と
審
査
い
た
し
ま
し

た
。

　

「
陳
情
第
１
号
年
金
２
・
５
％

削
減
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

の
陳
情
」
を
議
題
と
し
て
、
直

ち
に
審
査
に
入
り
、
委
員
か
ら

政
府
は
２
％
の
イ
ン
フ
レ
を
目

標
と
し
て
い
て
目
減
り
が
大
き

く
な
り
、
年
金
受
給
者
の
生
活

が
益
々
厳
し
い
状
況
と
な
る
と

の
意
見
が
あ
り
、
慎
重
審
査
の

結
果
、
陳
情
第
１
号
は
全
会
一

致
を
も
っ
て
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算
、特
別
会
計
補
正
予
算
、

公
営
企
業
会
計
補
正
予
算
８
件

と
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予

算
、
特
別
会
計
予
算
、
公
営
企

業
会
計
予
算
８
件
を
審
査
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し

ま
し
た
。

積
立
が
１
，１
８
５
千
円
で
、

平
成
24
年
度
末
に
お
け
る
財

政
調
整
基
金
残
高
見
込
み

は
、
９
７
０
，
３
８
４
千
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
も
10
億
円
を
一
つ
の
目
標

と
し
て
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

Ｑ　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
の

減
額
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
。

Ａ　

住
税
管
理
運
用
サ
ー
バ
ー

の
入
れ
替
え
に
伴
い
時
期
が

遅
れ
た
こ
と
、
機
器
の
内
容

が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
及
び

住
基
ネ
ッ
ト
機
器
の
更
改
に

伴
う
減
額
で
す
。

Ｑ　

上
信
電
鉄
鉄
道
補
助
の
緊

急
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ　

昨
年
12
月
の
笹
子
ト
ン
ネ

ル
の
崩
落
事
故
を
受
け
、
国

に
お
い
て
は
中
小
私
鉄
の
ト

ン
ネ
ル
等
も
30
年
を
超
え
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
対
策
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
大
型

補
正
を
組
み
ま
し
た
。
上
信

電
鉄
も
、
鏑
川
橋
梁
の
根
堅

め
と
白
山
ト
ン
ネ
ル
や
各
橋

梁
の
調
査
を
行
い
た
い
と
の

こ
と
か
ら
、
平
成
24
年
度
の

上
信
電
鉄
鉄
道
補
助
の
内
容

変
更
を
利
用
し
て
事
業
を
行

う
と
い
う
も
の
で
す
。

★
平
成
25
年
度
下
仁
田
町
一
般

会
計
予
算
に
つ
い
て

【
歳
入
】

Ｑ　

地
方
債
の
平
成
25
年
度
末

現
在
高
見
込
額
の
う
ち
、
交

付
税
算
入
分
を
除
く
実
負
担

見
込
額
は
。

Ａ　

平
成
23
年
度
の
健
全
化
判

断
比
率
の
指
数
を
参
考
に
算

定
し
ま
す
と
、
残
高
全
体
の

81
・
９
％
程
度
が
交
付
税
算

入
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

実
負
担
見
込
額
は
、54
億
９
，

７
５
０
万
円
の
う
ち
約
９
億

９
，
５
０
０
万
円
程
度
に
な

る
見
込
み
で
す
。

Ｑ　

土
地
の
貸
付
収
入
の
対
象

土
地
に
つ
い
て
。

Ａ　

仲
町
の
厚
生
病
院
職
員
用

駐
車
場
、
西
野
牧
字
丸
畑
、

下
小
坂
字
藤
畑
の
３
カ
所
分

で
す
。

Ｑ　

太
陽
光
発
電
売
電
収
入
の

算
出
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

Ａ　

小
学
校
は
発
電
量
20
ｋ
ｗ

で
、
自
家
使
用
以
外
を
売
電

し
て
お
り
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
10
月
分
の
売
電
量
を
月

平
均
に
換
算
し
、
１
ｋ
ｗ
当

た
り
の
売
電
価
格
を
掛
け
て

算
出
し
て
い
る
。

　

 

中
学
校
は
発
電
量
10
ｋ
ｗ

で
小
学
校
同
様
に
、
売
電
量

を
月
平
均
に
換
算
し
、
売
電

価
格
を
掛
け
て
算
出
し
て
い

る
。

Ｑ　

が
ん
検
診
推
進
事
業
補
助

金
、
１
，
３
７
４
千
円
の
対

象
は
ど
の
よ
う
な
検
診
か
。

Ａ　

ク
ー
ポ
ン
事
業
と
し
て
実

施
の
国
補
助
金
２
分
の
１
で

あ
り
、
子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
、

大
腸
が
ん
が
対
象
で
す
。
対

象
年
齢
は
、
子
宮
が
ん
が
20

歳
～
40
歳
の
間
で
５
歳
き
ざ

み
の
年
齢
、
乳
が
ん
と
大
腸小学校ソーラーシステム
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が
ん
に
つ
い
て
は
40
歳
～
60

歳
の
間
で
５
歳
き
ざ
み
の
年

齢
の
者
と
な
り
ま
す
。ま
た
、

ク
ー
ポ
ン
事
業
と
し
て
の
該

当
者
は
、
検
診
費
用
が
無
料

と
な
り
ま
す
。

【
歳
出
】

Ｑ　

行
政
区
運
営
に
つ
い
て
。

Ａ　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
長

の
報
酬
、
班
長
の
報
償
費
・

傷
害
保
険
料
、
行
政
区
が
行

う
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
補

助
金
で
す
。

Ｑ　

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を

見
直
し
、
公
会
堂
等
の
維
持

管
理
費
補
助
金
も
検
討
さ
れ

た
い
。

町
長　

地
域
差
が
あ
り
、
１
／

２
の
地
元
負
担
が
重
い
。
浄

化
槽
関
連
費
用
も
検
討
課
題

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

上
信
電
鉄
鉄
道
補
助
の
緊

急
対
策
分
に
つ
い
て
。

Ａ　

世
界
遺
産
関
連
の
事
業

で
、
下
仁
田
駅
の
開
札
口
等

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
対
象

に
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ　

地
域
開
発
推
進
費
の
内
容

に
つ
い
て
。

Ａ　

旧
田
島
屋
の
屋
根
の
改
修

費
と
し
て
５
，
４
６
０
千
円

を
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、

内
容
は
屋
根
の
塗
装
の
塗
替

え
に
係
る
費
用
で
す
。

Ｑ　

集
落
支
援
員
設
置
事
業
に

つ
い
て
。

Ａ　

従
前
は
県
事
業
で
実
施
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
平
成

24
年
度
で
県
事
業
が
廃
止
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
町
で

支
援
員
を
採
用
し
事
業
を
継

続
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
特
別
交
付
税
の
算
定

対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　

出
産
祝
金
の
内
訳
に
つ
い

て
。

Ａ　

一
人
５
万
円
で
25
人
分
で

す
。

Ｑ　

以
前
は
第
１
子
、第
２
子
、

第
３
子
で
祝
金
に
差
が
あ
っ

た
。
人
数
が
多
く
な
る
と
大

変
な
の
で
差
を
つ
け
る
よ
う

検
討
し
た
ほ
う
が
良
い
の
で

は
な
い
か
。

Ａ　

平
成
19
年
度
か
ら
第
１
子

か
ら
一
律
５
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

Ｑ　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
に
つ
い

て
。

Ａ　

徴
収
率
向
上
の
た
め
に
必

要
で
役
に
立
っ
て
い
る
。

Ｑ　

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル

化
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う

か
。

Ａ　

戸
別
受
信
機
設
置
及
び
馬

山
杣
瀬
地
区
か
ら
要
望
さ
れ

た
屋
外
子
局
１
基
の
増
設
工

事
が
ま
も
な
く
完
了
し
ま

す
。

Ｑ　

中
学
生
国
際
交
流
事
業
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
業

か
。

Ａ　

中
学
２
年
生
12
名
、
随
行

３
名
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ブ
リ
ス
ベ
ン
市
へ
海
外
研
修

派
遣
を
す
る
事
業
で
す
。

Ｑ　

旧
西
牧
小
学
校
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

Ａ　

校
庭
及
び
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
社
会
体
育
施
設
と
し

て
利
用
し
て
い
る
が
、
校
舎

に
つ
い
て
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。

Ｑ　

１
号
風
穴
の
積
戻
し
を
行

う
予
定
だ
が
、
他
の
２
・
３

号
に
つ
い
て
予
定
は
あ
る
の

か
。

Ａ　

１
号
風
穴
に
つ
い
て
は
、

22
年
３
月
に

崩
落
し
た
南

面
の
み
復
旧

す
る
予
定
で

す
。
２
・
３

号
風
穴
に
つ

い
て
は
、
既

存
の
資
料
等

が
な
い
こ
と

か
ら
、
現
在

積
み
戻
す
予

定
は
な
い
。

Ｑ　

下
仁
田
町

ぐ
ん
ま
の
木

で
家
づ
く
り

支
援
事
業
の

内
容
は
。

Ａ　

以
前
か
ら

続
い
て
い
る

事
業
で
あ
り
、
県
産
木
材
を

60
％
以
上
使
用
し
家
を
建
て

た
人
で
県
の
補
助
を
受
け
た

場
合
町
は
そ
の
10
％
の
金
額

を
補
助
す
る
も
の
。
今
ま
で

は
新
築
の
み
を
対
象
と
し
て

い
た
が
、
県
産
木
材
の
利
用

促
進
と
定
住
促
進
を
強
化
す

る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら

は
改
装
も
該
当
さ
せ
県
と
同

額
の
補
助
を
計
上
し
ま
し

た
。

Ｑ　

小
口
資
金
対
策
の
内
訳

は
。

Ａ　

利
子
補
給
１
，
５
９
０
千

円
、
保
証
料
補
助
１
，
４
５

９
千
円
、
中
小
企
業
経
営
安

定
資
金
貸
付
預
託
金
５
，
０

０
０
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

Ｑ　

商
工
会
補
助
金
の
買
い
物

弱
者
対
策
は
。

Ａ　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し
た
結

果
、
買
い
物
便
利
帳
の
よ
う

な
高
齢
者
に
見
や
す
い
案
内

冊
子
を
作
成
予
定
で
す
。

Ｑ　

「
荒
船
の
湯
」
の
収
支
に

つ
い
て
。

Ａ　

経
営
改
善
に
む
け
て
努
力

し
て
い
ま
す
。

下仁田駅改札口（改修予定）

荒船の湯
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広
報
特
別
委
員
会

少
子
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

　

２
月
19
日
に
、
神
奈
川
県
足

柄
下
郡
箱
根
町
に
お
け
る
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
の
行
政
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

「
子
育
て
す
る
な
ら
箱
根
町
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
連
施
策

を
紹
介
す
る
な
ど
、
町
外
の
方

に
も
箱
根
町
の
子
育
て
環
境
に

つ
い
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

母
子
保
健
関
係
で
は
、
妊
婦

歯
科
健
康
診
査
を
、
早
産
や
低

出
生
体
重
児
の
出
産
を
防
ぐ
た

め
に
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

育
児
教
室
関
係
で
は
、
新
米
マ

マ
・
パ
パ
出
産
育
児
教
室
を
開

催
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

子
育
て
勤
労
者
に
つ
い
て
は

世
帯
を
対
象
と
し
た
支
援
住
宅

が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

保
育
園
関
係
に
つ
い
て
は
、

町
立
保
育
園
３
園
を
運
営
し
、

早
く
か
ら
幼
保
一
元
化
に
つ
い

て
研
究
を
行
い
、
平
成
15
年
に

「
幼
保
一
元
化
特
区
」
を
受
け
、

平
成
19
年
と
平
成
21
年
に
「
神

奈
川
県
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し

て
２
園
が
指
定
を
受
け
る
な
ど

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

保
育
料
に
つ
い
て
も
低
額
な

料
金
を
設
定
し
て
お
り
、
積
極

的
に
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し

た
。

視視

察察

報報

告告

　

２
月
18
日
に
、
神
奈
川
県
真

鶴
町
で
、
議
会
だ
よ
り
「
ま
な

づ
る
」
に
つ
い
て
研
修
を
受
け

て
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
紙
面

構
成
か
ら
編
集
作
業
の
方
法
、

年
間
を
通
じ
て
の
統
一
感
を

持
っ
て
企
画
す
る
と
の
こ
と
。

　

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

質
問
に
関
す
る
写
真
等
は
、
各

議
員
が
一
、
二
枚
用
意
す
る
と

の
事
で
し
た
。
紙
面
全
般
的
に

写
真
を
多
く
載
せ
て
あ
り
、
ゆ

と
り
が
あ
り
、
読
み
易
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

私
達
も
少
し
で
も
見
習
っ

て
、
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
に
、
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
真
鶴
町
は
、
美
し
い

自
然
景
観
を
有
し
、
小
松
山
よ

り
採
掘
さ
れ
る
本
小
松
石
は
、

日
本
で
も
高
価
な
銘
石
を
産
出

も
し
て
お
り
ま
す
。　

視察の様子

視察の様子
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富
岡
甘
楽
広
域
議
会

　

広
域
議
会
は
、
去
る
２
月
27

日
午
前
10
時
か
ら
富
岡
市
役
所

で
開
催
さ
れ
る
。

　

平
成
24
年
度
富
岡
甘
楽
広
域

市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
補
正

予
算

　

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振

興
整
備
組
合
職
員
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
お

よ
び
服
務
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
富
岡
甘
楽
広
域

市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
関
係

市
町
村
の
負
担
金
の
分
賦
割
合

に
つ
い
て

　

第
４
号
議
案　

平
成
25
年
度

富
岡
甘
楽
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
予
算

　

第
５
号
議
案　

富
岡
甘
楽
広

域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
教

育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

以
上
、
５
件
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

病
院
議
会

定
例
会

（
三
月
一
日
）

開
会

◆
下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合

監
査
委
員
の
選
任
同
意
に
つ

い
て

 

全
会
一
致
で
可
決

◆
下
仁
田
南
牧
医
療
事
務
組
合

下
仁
田
厚
生
病
院
使
用
料
等

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

 

全
会
一
致
で
可
決

（
三
月
ニ
十
五
日
）

予

算

案

件

◆
平
成
二
十
四
年
度
下
仁
田
南

牧
医
療
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算

 
全
会
一
致
で
可
決

　

収
益
的
収
入
の
総
額
を
六
千

九
百
八
十
四
万
八
千
円
減
額

し
、
十
六
億
二
千
三
百
五
十
五

万
二
千
円
と
し
、
収
益
的
支
出

の
総
額
を
三
千
百
五
十
九
万
七

千
円
減
額
し
、
十
七
億
四
千
十

二
万
七
千
円
と
す
る
も
の
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
及
び
支

出
で
は
収
入
総
額
を
四
百
七
十

四
万
九
千
円
増
額
し
、
十
一
億

七
千
七
百
九
十
四
万
円
と
し
、

支
出
の
総
額
を
百
六
十
六
万
七

千
円
減
額
し
十
二
億
五
千
五
百

五
十
三
万
七
千
円
と
す
る
も

の
。

◆
平
成
二
十
五
年
度
下
仁
田
南

牧
医
療
事
務
組
合
病
院
事
業

会
計
予
算

全
会
一
致
で
可
決

　

収
益
的
収
入
の
総
額
を
十
七

億
一
千
九
百
六
十
六
万
円
と

し
、
医
業
収
益
十
五
億
一
千
三

百
三
十
二
万
八
千
円
の
ほ
か
、

医
業
外
収
益
と
し
て
、
下
仁

田
、
南
牧
両
町
村
か
ら
の
他
会

計
補
助
金
及
び
負
担
金
交
付
金

な
ど
、
合
計
二
億
六
百
三
十
三

万
二
千
円
、
支
出
で
は
、
医
業

費
用
と
し
て
給
与
費
、材
料
費
、

経
費
、
旧
病
院
の
除
却
費
な
ど

を
見
込
み
、
支
出
の
総
額
を
二

十
三
億
九
百
九
万
円
と
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
資
本
的
収
入
及
び
支

出
で
は
、
収
入
総
額
を
五
億
八

千
八
百
九
十
四
万
円
と
し
て
、

内
訳
と
し
て
は
両
町
村
か
ら
の

出
資
金
二
億
五
千
四
百
八
十
万

円
、
企
業
債
二
億
二
千
二
百
九

十
万
円
、
補
助
金
一
億
一
千
七

十
六
万
円
な
ど
を
見
込
み
、
支

出
の
総
額
を
六
億
七
千
八
十
万

六
千
円
と
し
、
そ
の
主
な
内
容

と
し
て
は
病
院
改
築
工
事
等
の

　

去
る
２
月
20
日
に
開
催

さ
れ
た
群
馬
県
町
村
議
会

議
長
会
で
、
堀
口
博
志
議

員
は
当
選
以
来
15
年
、
高

瀬
政
信
議
員
、
原
秀
男
議

員
が
、
当
選
以
来
10
年
の

長
年
に
渡
り
地
方
自
治
振

興
発
展
に
認
め
ら
れ
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
功
労
で
表
彰

広域圏ＮＥＷＳ広域圏ＮＥＷＳ広域圏ＮＥＷＳ広域圏ＮＥＷＳ広域圏ＮＥＷＳ

建
設
改
良
費
が
五
億
五
千
五
百

二
十
七
万
四
千
円
、
企
業
債
償

還
金
九
千
七
百
八
十
六
万
四
千

円
な
ど
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

環
境
議
会

定
例
会

　

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組

合
議
会
定
例
会
が
、
３
月
１
日

と
25
日
に
開
催
さ
れ
た
。

予

算

案

件

◆
平
成
24
年
度
補
正
予
算　

全
会
一
致
で
可
決

◆
平
成
25
年
度
予
算

全
会
一
致
で
可
決

主
な
内
容

　

平
成
24
年
度
補
正
予
算
は
、

60
万
円
の
減
額
に
つ
い
て
審
議

　

平
成
25
年
度
予
算
は
、
３
億

８
，
１
８
０
万
円
で
前
年
対
比

47
・
５
％
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

減
額
の
理
由
は
平
成
23
年
度

か
ら
継
続
で
実
施
し
て
い
た
、

ご
み
焼
却
施
設
の
改
良
工
事
が

終
了
し
た
た
め
で
す
。
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日
頃
は
様
々
な
子
育
て
支
援

策
を
通
じ
て
、
私
た
ち
子
育
て

世
代
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
の
度
「
町
民
の
声
」
と
し

て
私
か
ら
町
政
へ
の
お
願
い
し

た
い
こ
と
は
２
点
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
公
園
の
建
設
で
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
馬
山
地
区
を

例
に
挙
げ
ま
す
と
、
も
と
も
と

公
園
は
一
つ
も
な
く
、
さ
ら
に

小
学
校
閉
校
に
伴
い
、
遊
具
も

無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
今
の
子
は
ゲ
ー
ム
ば
か
り
し

て
い
て
外
で
遊
ば
な
い
」
な
ど

町

民

の

声

馬
山
保
育
園
母
親
ク
ラ
ブ
会
長　
　
　
　
　

黒　

沢　

ひ
と
み　

さ
ん

編
集
室
か
ら

　

３
月
定
例
議
会
も
、
全
員

出
席
の
中
、
審
議
を
し
採
決

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

年
度
末
の
補
正
と
、
新
年

度
予
算
を
、
決
定
を
致
し
ま

し
た
。
３
月
末
日
を
持
っ
て

役
場
を
退
職
と
な
る
職
員
さ

ん
は
、２
名
だ
そ
う
で
す
が
、

永
年
に
渡
っ
て
、
町
の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ
り
、
誠
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
ま
た
、

新
規
採
用
の
職
員
２
名
で
あ

る
よ
う
で
す
が
、
仕
事
に
集

中
し
て
頑
張
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
で
す
が
、
皆

様
方
に
出
来
る
だ
け
見
や
す

く
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
紙

面
作
り
を
心
掛
け
て
お
り
ま

す
が
、
お
気
づ
き
の
点
等
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

　

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

矢
嶋
榮
一

副
委
員
長　
　

木
暮
弘
元

委　

員　
　
　

原  

秀
男

　
　
　
　

 　
　

髙
瀬
政
信

堀
口
博
志

岡
田
武
二

議会だより・会議録を
ホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.
lg.jp/

問い合わせ先：電話82-2111

（内線610番）

あ
じ
さ
い
を
育
て
る
会

下　

山　

喜
三
男　

さ
ん

　

平
成
十
六
年
度
よ
り
町
で
あ

じ
さ
い
の
苗
木
を
中
心
に
百
日

紅
の
苗
木
の
植
栽
を
始
め
平
成

十
七
年
で
あ
じ
さ
い
一
万
五
千

本
、
百
日
紅
四
百
本
が
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
保
育
管

理
を
町
か
ら
協
力
要
請
を
受
け

平
成
18
年
５
月
馬
山
地
区
の
有

志
を
中
心
に
「
あ
じ
さ
い
を
育

て
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

毎
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
各

月
二
日
間
の
日
程
を
設
定
し
馬

山
地
区
全
戸
に
協
力
を
呼
び
か

け
、
下
草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
一
八
年
か
ら

平
成
二
〇
年
か
け
て
も
県
の
助

成
も
あ
り
植
栽
が
継
続
さ
れ
あ

じ
さ
い
二
万
本
、
百
日
紅
一
千

二
百
本
、
面
積
は
３
万
㎡
と
関

東
で
も
有
数
な
規
模
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
二
三
年
に
は
遊
歩

道
の
整
備
も
進
み
急
峻
な
坂
道

５
ヶ
所
に
階
段
が
設
置
さ
れ
来

園
者
に
は
喜
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
地
元
の
皆
様

の
下
草
刈
り
等
の
協
力
に
よ
り

見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
の
花
の
満

開
を
期
に
１
週
間

の
あ
じ
さ
い
祭
り

を

開

催
、
新

聞

報
道
の
影
響
も
あ

り
土
日
を
中
心
に

約
２
千
５
百
人
の

集
客
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
24
年
で

は
、
４
千
人
強
の

実
績
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
産

物
販
売
等
も
行

い
好
評
を
得
ま
し

た
。
あ
じ
さ
い
園

議
会
だ
よ
り

二
〇
一
三
年　

春
号

（
第　

61　

号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

千
野　

榮
治

編
集
／
広
報
発
行
対
策
特
別
委
員
会

☎
０
２
７
４-

82-

２
１
１
１　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

の
感
想
を
聞
い
て

み
る
と
「
き
れ
い
、

広
い
、
上
か
ら
の

眺
め
が
素
晴
ら
し

く
感
動
し
た
」
と

の
評
価
が
非
常
に

多
か
っ
た
。
平
成

25
年
に
つ
い
て
は

園
内
整
備
計
画
中

の
あ
づ
ま
や
、
休

憩
所
、
展
望
台
が

完
成
す
る
の
で
昨

年
以
上
の
集
客
が

あ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
園
内
整
備

は
半
ば
で
す
が
町
と
の
協
力
に

よ
り
「
関
東
一
の
あ
じ
さ
い
園
」

と
誇
れ
る
名
所
に
仕
上
げ
て
い

く
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
、
草
刈
り
に
作
業
へ
の
参

加
人
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
方
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

と
よ
く
聞
き
ま
す
が
遊
べ
る
場

所
が
な
い
の
も
現
状
で
す
。

　

二
点
目
と
し
て
、
予
防
接
種

の
個
別
接
種
制
度
を
希
望
し
ま

す
。
現
在
は
、
集
団
接
種
制
で

す
が
、
母
親
も
仕
事
を
し
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
う
え
に
、
接

種
時
期
に
感
染
症
が
流
行
し
て

い
る
と
自
分
の
子
供
の
体
調
に

関
わ
ら
ず
延
期
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
、
家
計
ベ
ー
ス

で
は
非
常
に
不
経
済
で
す
。
町

民
に
優
し
い
制
度
へ
の
改
善
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
お
願
い
で

す
。

整備中の東屋


